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目的
　物質の密度の測定を行い，密度から物質を同定する。

原理
・・図を用いながら各物理量を定義し、密度の計算式を示す。・・
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図1 測定試料の外観

実験方法
A. 実験装置
・・使用した装置を説明する・・

B. 実験方法
・・実験方法を説明する・・





結果
　表1に試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量をまとめた。

	表1．　試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量
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表2に試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量の最確値を示す。各測定量を式(1)に代入して求めた試料の密度は  = 〇〇 g/cm3 と求められた。

表2.　試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量の最確値
	 ( cm )
	 ( cm )
	 ( cm )
	 ( g )

	
	
	
	



考察
表3と4に、最終結果の拡張不確かさに寄与する各項をまとめた。不確かさの伝播法則を用いて求めた密度の拡張不確かさは = 〇〇 g/cm3 となる。以上から，試料の密度の最終結果は  ±  = (〇〇 ± 〇〇) g/cm3 となった。

	表3．　試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量の不確かさ

	
	 (cm)
	 (cm)
	 (cm)
	 (g)

	標準不確かさ
	
	
	
	

	分解能
	
	
	
	

	合成標準不確かさ
	
	
	
	



ここで、 を小さくすることを検討する。表4より、最終結果の不確かさに寄与する各項を比べると〇〇が最も大きいので、・・・

	表4．　試料の横の長さ，縦の長さ，厚さ，質量の相対不確かさとその2乗

	
	
	
	
	

	相対不確かさ 
	?×10?
	?×10?
	?×10?
	?×10?

	相対不確かさの2乗
	?×10?
	?×10?
	?×10?
	?×10?




最終結果に最も近い密度を持つ物質を文献から調べたところ、アルミニウムの密度は〇〇　g/cm3であるので[1]、測定した試料はアルミニウムと同定される。また最終結果を文献値と比べたところ、・・・

結論
測定された試料の密度の最終結果は ±  = (〇〇 ± 〇〇) g/cm3で、アルミニウムの文献値と不確かさの範囲で一致しているので、試料はアルミニウムと同定された。（もしくは・・・測定された試料の密度の最終結果は ±  = (〇〇 ± 〇〇) g/cm3で、アルミニウムの文献値と不確かさの範囲で一致せず、最確値は文献値より〇%小さかった。・・・）
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